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平成 28年度
洗管作業

　

江
別
の
水
道
水
は
、
上
江
別
浄

水
場
と
恵
庭
市
に
あ
る
漁
い
ざ
り
が
わ川
浄

水
場
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
江
別
浄
水
場
で
は
、
ま
ず
原

料
と
な
る
川
の
水
を
千
歳
川
か
ら

を
入
れ
不
純
物
（
有
機
物
）
を
吸

着
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
炭
と
汚
れ
を
大
き
な

塊
に
す
る
薬
品
を
入
れ
て
取
り
除

き
ま
す
。
取
り
き
れ
な
か
っ
た
小

さ
な
汚
れ
は
砂
に
よ
っ
て
ろ
過

し
、
最
後
に
塩
素
で
消
毒
し
て
水

道
水
に
な
り
ま
す
。

活
性
炭
っ
て
？

　

活
性
炭
は
、
炭
を
約
９
０
０
度

の
水
蒸
気
に
よ
り
加
熱
し
、
非
常

に
小
さ
な
穴
が
開
く
よ
う
に
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
炭
と
比
較
し
て
表
面
積

が
大
き
い
た
め
、
水
を
き
れ
い
に

す
る
力
が
非
常
に
強
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
安
全
で
お
い
し
い
水

を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

炭
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

浄
水
場
で
は
、
水
道
水
を
つ
く

る
過
程
で
炭
を
含
ん
だ
大
量
の
泥

が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
泥
は
水
分

が
多
く
、
処
理
す
る
場
合
は
一
般

的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
江
別
市
で
は
、
処
理
費
用
の

節
減
と
環
境
に
配
慮
し
、
融
雪
剤

の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
は
、
ま
ず
発

生
し
た
泥
を
池
（
天て
ん
ぴ
か
ん
そ
う
し
ょ
う

日
乾
燥
床
）

に
入
れ
、
太
陽
や
風
と
い
っ
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
約
半

年
間
自
然
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の

後
、
機
械
に
よ
り
加
熱
し
て
粒
状

に
加
工
し
、
融
雪
剤
に
し
ま
す
。

安
全
な
水
道
水

炭
を
つ
か
っ
た
お
い
し
い
水
づ
く
り

取
水
し
、
ポ
ン
プ
で
浄
水
場
へ
送

り
ま
す
。

　

こ
の
川
の
水
に
は
、
濁
り
や

色
、
に
お
い
な
ど
が
つ
い
て
い
る

た
め
、
最
初
に
粉
末
状
の
活
性
炭

泥を加工した融雪剤

　

江
別
市
は
、
上
下
水
道
と
も
に

処
理
過
程
で
発
生
し
た
泥
を
全
量

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
、
北
海
道

の
中
で
も
数
少
な
い
都
市
の
一
つ

で
す
。
今
後
も
環
境
に
配
慮
し
、

効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

浄
水
場
の
見
学

　

上
江
別
浄
水
場
は
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
、
授
業
の
一
環
と
し
て

毎
年
市
内
の
小
学
生
６
０
０
人
ほ

ど
が
訪
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
施
設
を
見
学
し
、
水

づ
く
り
の
話
を
聞
い
て
、
水
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

５
人
以
上
の
団
体
で
見
学
で
き

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
 

浄
水
場
浄
水
係

☎
382
‐
２
７
５
６

活性炭を
蓄えるホッパー 

▲

　 

活性炭を▲ 

水に溶かすタンク

▲ 

注入するポンプ

浄水過程を見学する小学生

水道部総務課
☎ 385-1213

第 58回
水道週間
６月１日～７日　

　水道週間は、水道
についてみなさんに
関心を持っていただ
くため、厚生労働省
の呼びかけにより、
毎年実施しているも
のです。
　水道部では、えべ
つ環境広場 2016（6
月 18・19 日）に出
展し、江別の水道 ･
下水道について紹介
します。なかでも、
3 種類の水を飲み比
べる「きき水体験」
は毎年好評です。ぜ
ひご来場ください。

Mizu-Kagami

No.98  
水道・下水道特集

　　
スローガン
じゃ口から　
安心とどけ　
未来まで　

活性炭

有機物

活性炭への有機物の吸着イ
メージ（東京都水道局HPより引用）

粉末活性炭注入装置
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市
内
5
か
所
の

緊
急
貯
水
槽

　

緊
急
貯
水
槽
は
、
地
震
な
ど
の

災
害
に
よ
る
断
水
時
に
水
道
水
を

確
保
し
供
給
す
る
た
め
の
施
設

で
、
市
内
５
か
所
の
公
園
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
時
の
貯
水
槽
は
配
水
管
と

接
続
さ
れ
新
鮮
な
水
が
流
れ
て
い

ま
す
が
、
地
震
な
ど
の
災
害
に

よ
っ
て
配
水
管
の
圧
力
が
低
下
す

る
と
、
貯
水
槽
と
配
水
管
を
つ
な

ぐ
遮
断
弁
が
自
動
的
に
作
動
し
て

両
者
を
分
離
し
、
非
常
用
の
水
道

水
を
確
保
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
照
明
設
備
の
設
置
や

　

平
成
26
年
9
月
の
断
水
災
害
時
の
課
題
点
を
踏
ま
え
、
災
害
な
ど
に
よ

る
緊
急
時
の
給
水
体
制
を
見
直
し
、
資
器
材
、
設
備
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

 
水
道
整
備
課
給
排
水
・
維
持
管
理
担
当
☎
383
‐
２
４
３
９

今
年
は
文
京
台
・
豊
幌
地
区

　

き
れ
い
な
水
道
水
を
使
っ
て
も

ら
う
た
め
、
計
画
的
に
水
道
管
の

洗
管
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
水
や
に
ご
り
水
の
主
な
発
生

原
因
で
あ
る
水
道
管
の
水
あ
か
を

取
り
除
く
た
め
、
水
道
管
内
に
大

量
の
水
道
水
を
一
気
に
流
し
、
管

内
部
に
付
着
し
て
い
る
水
あ
か
を

洗
い
流
す
作
業
で
す
。

　

こ
の
作
業
は
、
市
内
を
８
つ
の

電
動
ポ
ン
プ
の
配
備
な
ど
に
よ

り
、設
備
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
近
隣
の
方
を
対
象
に
使

用
法
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
８
月

に
若
草
公
園
で
実
施
し
、
実
際
に

給
水
作
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
と
ち
の
き
公
園
で
開

催
し
ま
す
。日
程
は
決
ま
り
次
第
、

自
治
会
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
お
住
ま
い
の
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

江
別
太
小
学
校
（
朝
日
町
25
）、

飛
烏
山
公
園
（
緑
町
西
２
‐
11
）、

若
草
公
園
（
野
幌
町
６
）、
と
ち
の

き
公
園
（
野
幌
若
葉
町
32
）、
大

麻
東
公
園
（
大
麻
東
町
35
）

新
た
に
３
ト
ン
加
圧
給

水
車
を
導
入

　

こ
れ
ま
で
保
有
し
て
い
た
１
・８

ト
ン
車
に
加
え
、
新
た
に
３
ト
ン

加
圧
給
水
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
給
水
車
は
加
圧
ポ
ン
プ
が

装
備
さ
れ
、
水
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
病
院
や
高
齢
者
施
設

に
あ
る
受
水
槽
へ
給
水
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

性能：タンク容量 3,000ℓ、ポンプ能
力 320ℓ／分、ポンプ揚程 25 ｍ（ポ
ンプが水を汲み上げられる高さ）。

3 トン加圧給水車

緊
急
時
の
給
水
体
制
を
強
化

資
器
材
な
ど
の
充
実
を
図
る

若草公園で行われた説明会

区
域
に
分
け
て
８
年
周
期
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
各
家
庭
に
配
布

す
る
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
当
日
は
広

報
車
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
中
は
一
時
的
に
断

水
・
水
圧
低
下
・
に
ご
り
水
な
ど

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
必
要
な
飲
み
水
な
ど
の
く
み
置

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

水
道
整
備
課
給
排
水
・
維

持
管
理
担
当
☎

383
‐
２
４
３
９

平成 28年度
洗管作業

　水道メータは８
年ごとに取り替え
を行っています。
平成 27 年度から
はその際、電子式
メータを設置して
います。
　メータの表示器
を住宅の壁など、
冬でも安全に見え
る位置に設置する
ことで、いつでも使用水量を確認でき、
漏水も早く発見できるため、節水につ
ながります。また、冬期の検針も可能
になります。表示器に示される内容の
詳細については、取り替え後にお渡し
するチラシをご覧ください。
　設置にあたっては、水道部が委託し
た江別管工事業協同組合が事前に伺
い、打ち合わせをした後に作業を行い
ます。打ち合わせや取り替えを行う者
は、写真付きネームプレートとベスト
を着用し、水道部発行の証明書を持参
しています。ご協力をお願いします。
　なお、取り替え費用は無料です。

 水道整備課給排水・維持管理担
当☎ 385-4989

○
平
成
28
年
度
の
対
象
地
区

文
京
台
、
文
京
台
東
町
、
文
京
台
南

町
、
文
京
台
緑
町
の
一
部
、
豊
幌
、

豊
幌
花
園
町
、
豊
幌
美
咲
町
、
豊
幌

は
み
ん
ぐ
町

○
作
業
期
間
と
時
間

6
月
中
旬
～
7
月
下
旬
の
午
後
11
時

～
翌
朝
5
時
30
分

水道メータの地上化
いつでも
水量を
確認できます

メータ表示器

年ごとに取り替え
を行っています。
平成 27 年度から
はその際、電子式
メータを設置して

　メータの表示器
を住宅の壁など、
冬でも安全に見え 地下に設置する本体

※水道水の水質検査計画については、水道部ホームページ
または水道部営業センターでご覧いただけます。
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粉末活性炭注入装置
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